
大
分
市
を
始
め
と
し
て
県
内
12
市
町

か
ら
参
加
を
頂
き
、
明
治
大
学
商
学
部

山
本
昌
弘
商
学
科
長
を
講
師
に
お
招
き

し
て
の
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

山
本
先
生
は
国
の
事
業
承
継
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
や
昨
年
制
定

さ
れ
た
Ｍ
＆
Ａ
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
の
座
長
も

務
め
、
事
業
承
継
に

関
す
る
第
一
人
者
と
し
て
活
躍
さ
れ
て

い
ま
す
。

先
生
か
ら
は
「
事
業
承
継
に
お
け
る

市
町
村
の
役
割
に
つ
い
て
」
と
題
し

て
、
先
生
の
著
書
で
あ
る
「
事
業
承
継

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
読
む
」
を
参
考
資

料
と
し
て
、
事
業
承
継
の
方
法
、
事
業

承
継
に
関
す
る
国
の
施
策
（
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
等
）
、
市
町
村
の
役
割
、
市
町
村

と
商
工
会
・
商
工
会
議
所
と
の
連
携
の

必
要
性
、
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー
や
Ｍ

＆
Ａ
仲
介
会
社
に
利
用
つ
い
て
、
来
年

度
の
国
会
予
算
と
施
策
等
に
つ
い
て
詳

し
い
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

研
修
の
最
後
で
は
、
出
席
し
た
市
町

村
の
担
当
者

と
の
意
見
交

換
会
を
実
施

し
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら

は
「
事
業
承

継
に
つ
い
て

今
後
、
市
と

し
て
実
施
す
る
施
策
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

頂
き
た
い
」
、
「
来
年
度
の
国
の
施
策

と
市
の
事
業
と
の
関
連
性
に
つ
い
て
」

等
、
熱
心
な
意
見
交
換
も
実
施
さ
れ
ま

し
た
。

本
研
修
を
き
っ
か
け
に
令
和
3
年
度

は
事
業
承
継
の
個
別
相
談
会
の
実
施
を

自
分
の
市
で
の
実
施
を
検
討
し
た
い
と

い
う
担
当
者
の
意
見
も
出
さ
れ
、
今
年

度
相
談
会
を
開
催
し
た
大
分
市
、
日
田

市
以
外
で
の
開
催
が
期
待
で
き
そ
う
で

す
。（

左
は
山
本
先
生
の
著
書
）

事
業
承
継
支
援
を

す
る
商
工
会
・
商
工

会
議
所
の
経
営
指
導

員
、
金
融
機
関
、
士
業
の
方
を
対
象
に

し
た
事
業
承
継
支
援
実
践
研
修
会
を
2

月
8
日
に
開
催
し
ま
し
た
。
講
師
は
東

京
の
事
業
承
継
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
株

式
会
社
の
岸
田
康
雄
先
生
（
公
認
会
計

士
、
中
小
企
業
診
断
士
）
で
、
先
生
の

著
書
で
あ
る
「
事
例
で
学
ぶ
事
業
承
継

支
援

完
全
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
テ
キ
ス

ト
に
し
て
４
時
間
ほ
ど
み
っ
ち
り
現
場

で
の
支
援
手
法
に
つ
い
て
学
び
ま
し

た
。研

修
は
、
「
対
話
に
よ
る
課
題
発
見

と
支
援
者
の
役
割
」
、
「
親
族
内
承
継

の
債
務
移
転
に
関
す
る
課
題
」
、
「
引

退
す
る
経
営
者
の
気
持
ち
」
、
「
株
式

評
価
と
事
業
性
評
価
」
、
「
第
三
者
承

継
の
概
要
」
、
「
認
知
症
へ
の
備
え
」

な
ど
を
テ
ー
マ
に
事
例
を
交
え
て
の
内

容
で
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
現
場
で
す
ぐ
に
役

に
立
つ
内
容
で
、
さ
す
が
に
百
戦
錬
磨

の
先
生
だ
け
あ
っ
て

参
考
に
な
っ
た
」
な

ど
、
満
足
し
た
内
容

に
な
っ
た
よ
う
で

す
。
最
後
に
事
務
局

か
ら
支
援
現
場
で
本

日
学
ん
だ
こ
と
を
役

立
て
て
欲
し
い
旨
の

お
願
い
し
て
終
了
し

ま
し
た
。

昨
年
の
大
分
市
に
続
い
て
、
1
月
22

日
（
金
）
に
、
日
田
市
パ
ト
リ
ア
日
田

で
事
業
承
継
相
談
会
を
開
催
し
ま
し

た
。専

門
的
な
相
談
に
お
応
え
す
る
た

め
、
大
分
市
の
正
岡
諭
弁
護
士
、
蔵
前

達
郎
税
理
士
に
も
相
談
員
と
し
て
参
加

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
当
日
は
13
組

の
相
談
者
が
お
見
え
に
な
り
ま
し

た
。
開
催
に
あ
た
っ
て
は
大
分

県
、
日
田
市
、
日
田
商
工
会
議

所
、
日
田
地
区
商
工
会
の
後
援
と

ご
協
力
を
頂
き
ま
し
た
。

相
談
内
容
は
、
「
株
価
の
評

価
」
、
「
第
三
者
承
継
の
手
順
」
、
「
相

続
問
題
」
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
内
容
で

し
た
。
専
門
家
の
先
生
方
の
的
確
な
ア

ド
バ
イ
ス
に
よ
り
ほ
と
ん
ど
の
方
が
満

足
し
て
帰
ら
れ
ま
し
た
。
来
年
度
も
県

内
の
複
数
の
地
域
で
計
画
し
て
お
り
ま

す
。
開
催
が
決
ま
り
ま
し
た
ら
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ま
た
、
随
時
相
談
も
受
け
付
け
て
お

り
ま
す
。
今
回
の
相
談
会
参
加
者
13
社

の
相
談
後
の
感
想
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

Ｑ

相
談
会
で
、
ご
相
談
事
項
は
解
決

し
ま
し
た
か
？

概
ね
解
決
で
き
た
6
件
、
一
部
解
決

で
き
た
7
件

Ｑ

専
門
家(

弁
護
士
、
税

理
士)

の
説
明
は
い
か
が

で
し
た
か
？

と
て
も
わ
か
り
や
す
か
っ

た
11
件
、
わ
か
り
や
す
か

っ
た
2
件

Ｑ

全
体
の
満
足
度
は
い
か
が
で
し
た

か
？大

変
満
足
5
件
、
満
足
7
件
、
や
や

満
足
1
件
、
不
満
0
件

大
半
の
方
が
課
題
解
決
の
一
助
に
な

っ
た
よ
う
で
す
。
引
き
続
き
、
気
軽
に

相
談
で
き
る
よ
う
に
、
サ
ー
ビ
向
上
を

目
指
し
て
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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【
事
業
承
継
補
助
金
の
こ
と
】

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
が
拡
大
す
る
中
で

ス
タ
ー
ト
し
た
新
年
度
。
４
月
中
旬
に
は
「
緊
急

事
態
宣
言
」
が
全
国
に
拡
大
し
、
大
分
県
内
で
も

多
く
の
中
小
企
業
が
影
響
を
受
け
ま
し
た
。
令
和

元
年
度
補
正
の
「
事
業
承
継
補
助
金
」
が
募
集
を

開
始
し
た
の
は
、
ち
ょ
う
ど
そ
の
さ
な
か
。

後
継
者
の
挑
戦
を
後
押
し
す
る
こ
の
補
助
金
も

回
を
重
ね
、
県
内
事
業
者
に
浸
透
し
、
そ
の
趣
旨

を
十
分
に
理
解
し
た
上
で
申
請
を
準
備
す
る
先
も

増
え
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
締
切
は
６
月
５

日
。
先
行
き
が
全
く
見
え
な
い
状
況
下
で
、
将
来

を
見
据
え
た
多
額
な
投
資
に
は
踏
み
切
り
に
く

く
、
多
く
の
事
業
者
が
応
募
を
断
念
し
ま
し
た
。

我
々
が
主
に
支
援
す
る
「
後
継
者
承
継
支
援
型

【
Ⅰ
型
】
」
は
、
全
国
の
申
請
総
数
は
４
５
５

件
、
３
５
０
件
が
交
付
決
定
と
な
り
ま
し
た
。
採

択
率
は
７
６
．
９
％
、
大
分
県
の
採
択
者
は
０
件

で
し
た
。
前
年
度
の
同
補
助
金
は
１
次
・
２
次
合

計
で
１
０
３
９
件
の
申
請
に
対
し
て
６
５
８
件
の

交
付
決
定
、
採
択
率
は
６
３
．
３
％
の
中
、
大
分

県
は
１
７
件
が
採
択
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
昨
年
度

と
比
較
し
て
も
、
戦
略
の
変
更
を
迫
ら
れ
躊
躇
す

る
後
継
者
が
多
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し

ま
す
。
感
染
拡
大
の
収
束
は
未
だ
見
え
な
い
状
況

が
続
い
て
い
ま
す
が
、
大
き
な
変
化
に
直
面
し
て

い
る
、
と
い
う
こ
と
は
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
急
激

な
環
境
変
化
に
対
し
て
、
後
継
者
の
方
が
思
い
切

っ
た
行
動
を
と
れ
る
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
見

方
を
変
え
れ
ば
、
コ
ロ
ナ
禍
は
事
業
承
継
の
絶
好

の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

令
和
３
年
度
は
、
「
事
業
承
継
・
引
継
ぎ
補
助

金
」
と
し
て
令
和
２
年
度
第
３
次
補
正
予
算
と
令

和
３
年
度
の
当
初
予
算
の
２
段
階
方
式
で
募
集
が

始
ま
り
ま
す
。

補
正
分
は
補
助
率
が
３
分
の
２
で
、
補
助
上
限

も
Ｍ
＆
Ａ
型
で
は
８
０
０
万
円
。
創
業
支
援
型
や

経
営
者
交
代
型
で
は
、
４
０
０
万
円
が
上
限
額
と

な
り
、
廃
業
を
伴
う
場
合
は
上
乗
せ
額
も
予
定
さ

れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
数
カ
月
以
内
に
は
募
集
開

始
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
早
め
の
準
備
を
お
勧

め
し
ま
す
。

市
町
村
担
当
者
の
勉
強
会

ミ
ニ
情
報

ア
ト
ツ
ギ
甲
子
園
の
最
終
エ
ン
ト
リ
ー

（
全
国
で
１
５
社
）
に

大
分
県
か
ら
２
社
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
！

２
月
19
日
に
ア
ト
ツ
ギ
甲
子
園
本
番
が
開
催
さ
れ
ま
す
が
、
全
国
か
ら
１
０
０
社

以
上
が
１
次
予
選
を
通
過
。
そ
の
う
ち
、
決
勝
の
15
社
の
枠
に
、
大
分
県
か
ら

何
と
２
社
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

写
真
左
が

臼
杵
市

後
藤
製
菓
の
後
藤

亮
馬
さ
ん

写
真
右
が
、
中
津
市

島
田
電
子
工
業
の
島
田

直
弥
さ
ん
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2月2５日
（木曜日）

事
業
承
継
の
支
援
の
お
手
伝
い
を

や
っ
て
い
ま
～
す
！
と
、
新
聞
広
告

や
商
工
団
体
の
会
報
、
市
報
等
に
も

掲
載
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
と

は
言
っ
て
も
、
な
か
な
か
『
ど
ん
な

相
談
を
し
た
ら
良
い
か
わ
か
ら
な

い
』
、
『
相
談
す
る
ま
で
も
な
く
簡

単
に
で
き
る
さ
』
と
か
『
ど
こ
に
相

談
し
て
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
？
』
と

い
う
声
も
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
事
業
承
継
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

事
務
局
で
は
、
県
内
の
事
業
承
継
支

援
を
し
た
事
業
者
さ
ん
の
事
例
を
お

知
ら
せ
る
の
が
具
体
的
で
わ
か
り
や

す
い
と
い
う
趣
旨
で
、
こ
の
た
び

『
事
業
承
継
物
語
』
次
世
代
へ
の
経

営
資
源
の
引
継
ぎ
事
例
集
を
作
成
し

ま
し
た
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局

で
支
援
し
た
県
内
の
12
企

業
に
ご
協
力
い
た
だ
き
事

業
承
継
に
取
り
組
む
き
っ

か
け
や
苦
労
話
を
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
し
て
30
頁
の
冊
子

で
１
月
末
に
発
行
し
ま
し

た
。

掲
載
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
企
業

大
分
市

㈲
豊
田
商
会
、

中
津
市
山
国
町

長
尾
商
店
、

日
田
市
大
山
町

森
梅
園
、

佐
伯
市

穴
見
畳
店
、

臼
杵
市

後
藤
製
菓
、

津
久
見
市

バ
イ
ク
プ
ラ
ザ
ナ
カ
ノ

竹
田
市

ト
ラ
ベ
ル
イ
ン
吉
富

豊
後
高
田
市

㈲
中
村
機
工
、

杵
築
市

元
禄
う
ど
ん
、

宇
佐
市

㈱
宇
佐
米
飯
セ
ン
タ
ー

豊
後
大
野
市

洋
菓
子
工
房

ア
ン
テ
ィ
ー
ク

九
重
町

ベ
リ
ー
ジ
ュ
フ
ァ
ー
ム

以
上
の
皆
様
で
す
。

事
例
集
は
、
商
工
団
体
等
に
備
え

置
き
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
手

に
と
っ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
、
各
社
の
記
載

内
容
が
閲
覧
で
き
ま

す
の
で
ご
覧
く
だ
さ

い
。

承
継事

例

事
業
承
継
の
第
一
人
者
を
講
師
に

介
紹

岩
崎

美
紀

支
援
者
も
研
修

日
田
市
で
個
別
相
談
会
開
催



事
業
承
継
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で

新
た
な
取
り
組
み
や
事
業
転
換

を
計
画
し
て
い
る
中
小
企
業
を

支
援
す
る
「
事
業
承
継
補
助

金
」
と
、
経
営
資
源
を
第
三
者

に
引
き
継
ぐ
と
き
の
費
用
を
補

助
す
る
「
経
営
資
源
引
継
ぎ
補

助
金
」
が
一
本
に
ま
と
め
ら
れ

「
事
業
承
継
・
引
継
ぎ
補
助

金
」
と
い
う
制
度
が
で
き
ま
し

た
。
２
０
２
０
年
度
第
３
次
補

正
予
算
案
と
２
０
２
１
年
度
当

初
予
算
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま

す
。
た
だ
し
、
事
業
内
容
や
補

助
額
が
異
な
る
た
め
、
公
募
要

領
（
３
月
頃
公
表
？
）
で
ど
の

よ
う
な
取
扱
い
に
な
る
の
か

等
、
こ
の
補
助
金
を
活
用
し
よ

う
と
思
わ
れ
て
い
る
方
は
、
要

注
意
で
す
。

【
予
算
の
内
訳
か
ら
】

第
３
次
補
正
予
算
案
の
補
助
率

と
補
助
上
限
額
は
以
下
の
通
り

で
す
。
引
き
継
ぎ
の
と
き
に
廃

業
を
伴
う
場
合
は
２
０
０
万
円

の
上
乗
せ
が
あ
り
ま
す
。

（
１
）
創
業
支
援
型

他
の
事
業
者
が
保
有
し
て
い

る
経
営
資
源
を
引
き
継
い
で
創

業
し
た
事
業
者
へ
の
支
援
で

す
。
補
助
率
は
３
分
の
２
で
、

補
助
上
限
額
は
４
０
０
万
円
。

新
し
い
制
度
内
容
で
す
。

（
２
）
経
営
者
交
代
型

親
族
内
承
継
等
に
よ
り
経
営

資
源
を
引
き
継
い
だ
事
業
者
へ

の
支
援
で
す
。
補
助
率
は
３
分

の
２
で
、
補
助
上
限
額
は
４
０

０
万
円
。

（
３
）
Ｍ
＆
Ａ
型

株
式
譲
渡
や
事
業
譲
渡
な
ど
に

よ
り
経
営
資
源
を
引
き
継
い
だ

事
業
者
へ
の
支
援
。
補
助
率
は

３
分
の
２
で
、
補
助
上
限
額
は

８
０
０
万
円
。

（
４
）
専
門
家
活
用
型

仲
介
手
数
料
、
デ
ュ
ー
デ
リ

ジ
ェ
ン
ス
費
用
、
企
業
概
要
書

作
成
費
用
な
ど
事
業
を
引
き
継

ぐ
と
き
に
士
業
専
門
家
を
活
用

す
る
と
き
の
費
用
の
一
部
補
助

で
す
。
補
助
率
は
３
分
の
２

で
、
補
助
上
限
額
は
４
０
０
万

円
で
す
。

当
初
予
算
案
の
補
助
率
と
補
助

上
限
額
は
、

（
１
）
経
営
者
交
代
型
（
補
正

予
算
の
２
と
同
じ
で
す
が
、
限

度
額
、
補
助
率
が
低
く
な
っ
て

い
ま
す
）
。
補
助
率
は
２
分
の

1
で
、
補
助
上
限
額
は
２
５
０

万
円
で
す
。

（
２
）
Ｍ
＆
Ａ
型
（
補
正
予
算

の
３
と
同
じ
で
す
が
、
同
様
に

限
度
額
、
補
助
率
が
低
く
な
っ

て
い
ま
す
）
。
補
助
率
は
２
分

の
１
で
、
補
助
上
限
額
は
５
０

０
万
円
で
す
。

（
３
）
専
門
家
活
用
型
（
補
正

予
算
の
２
と
同
じ
で
す
が
、
限

度
額
、
補
助
率
が
低
く
な
っ
て

い
ま
す
）
。
補
助
率
は
２
分
の

１
で
、
補
助
上
限
額

は
２
５
０
万
円
で

す
。補

助
率
、
上
限
額

と
も
補
正
予
算
が
有

利
と
な
っ
て
い
ま

す
。
例
年
の
日
程
で

行
く
と
４
月
に
は
公

募
が
始
ま
り
、
５
月

に
は
締
め
切
る
と
い

う
非
常
に
短
い
期
間

に
書
類
を
作
り
上
げ
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

ま
た
、
申
請
に
あ
た
っ
て
は
、

「
Ｇ
ビ
ズ
Ｉ
Ｄ
プ
ラ
イ
ム
ア
カ

ウ
ン
ト
」
と
い
う
、
デ
ジ
タ
ル

で
の
申
請
の
た
め
の
手
続
き
が

必
要
で
す
。
他
の
補
助
金
申
請

で
も
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、

未
取
得
の
方
は
事
前
に
利
用
登

録
を
し
て
お
く
こ
と
が
必
須
で

す
。商

工
会
・
商
工
会
議
所
、
金

融
機
関
等
の
国
の
認
定
支
援
機

関
が
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま

す
。
利
用
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
早
め
の
準
備
が
採
択
へ
の

近
道
で
す
。
。
本
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
Ｈ
Ｐ
や
事
業
承
継
・
引
継

ぎ
補
助
金
で
検
索
を
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。

「
大
分
県
事
業
承
継
・
引
継
ぎ

支
援
セ
ン
タ
ー
」
に
な
り
ま

す
。「

事
業
承
継
実
態
調
査
」
で

は
、
中
小
企
業
経
営
者
の
２
４

％
が
事
業
承
継
の
相
談
相
手
に

つ
い
て
「
誰
に
も
相
談
し
て
い

な
い
」
ま
た
は
「
予
定
は
な

い
」
と
回
答
し
て
い
ま
す
。
事

業
承
継
の
先
延
ば
し
を
し
て
い

る
現
状
が
あ
る

よ
う
で
す
。
早

め
の
相
談
が
重

要
で
す
。
支
援

組
織
の
一
元
化

の
た
め
に
従
来

の
第
三
者
承
継

支
援
の
事
業
引

継
ぎ
支
援
セ
ン

タ
ー
と
親
族
内

承
継
支
援
を
し

て
い
る
本
「
大

分
県
事
業
承
継
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

事
務
局
」
が
本
年
４
月
1
日
に

「
大
分
県
事
業
引
継
ぎ
支
援
セ

ン
タ
ー
」
と
統
合
し
て
、
「
大

分
県
事
業
承
継
・
引
継
ぎ
支
援

セ
ン
タ
ー
」
と
い
う
名
称
に
変

更
し
ま
す
。

大
分
県
で
は
、
従
来
か
ら
同

じ
事
務
所
で
情
報
の
共
有
を
重

ね
な
が
ら
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
の
で
、
現
体
制
を
大
き
な
変

わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

さ
ら
に
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し

て
、
事
業
承
継
に
お
悩
み
の
事

業
者
の
身
近
な
支
援
機
関
を
目

指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

１
月
15
日
に
大
分
市
セ
ン
チ

ュ
リ
ー
ホ
テ
ル
で
事
業
承
継
に

関
す
る
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
フ
ォ
ー

ラ
ム
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
事

業
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー
全
国

本
部
の
三
谷
勝
巳
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
か
ら
事
業
承

継
全
般
の
お
話
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
上
で
第
三
者
承
継
を
支
援

す
る
ト
ラ
ン
ビ
の
高
橋
社
長
の

実
例
を
交
え
た
Ｍ
＆
Ａ
の
現

況
。本

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局
の

岩
崎
ブ
ロ
ッ
ク
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
か
ら
親
族
内
承
継
の
課

題
、
事
例
を
交
え
て
説
明
し
ま

し
た
。
会

場
に
詰
め

掛
け
た
事

業
者
以
外

に
も
オ
ン

ラ
イ
ン
で

の
配
信
も

実
施
し
ま

し
た
。
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子
供
の
名
義
で
預
金
を
し

て
い
る
と
『
名
義
預
金
』
と
し
て

認
定
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
と
い

う
話
を
聞
い
た
の
で
す
が
？

Ａ

『
子
供
や
孫
が
生
ま
れ
た

の
で
子
や
孫
の
名
前
で
預
金
を

し
、
自
分
に
万
一
の
時
は
、
困
ら

な
い
よ
う
に
し
て
い
る
』
と
の
話
を
聞
い

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
も
そ
も
名
義
預

金
と
は
、
預
金
口
座
の
名
義
人
と
実
際
に

預
金
を
し
て
い
る
人
が
異
な
る
預
金
の
こ

と
で
す
。
本
人
に
通
帳
を
渡
す
と
す
ぐ
に

使
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
と
の
配
慮
か

ら
、
孫
名
義
の
通
帳
を
そ
の
ま
ま
保
管
す

る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
子
や

孫
な
ど
親
族
名
義
の
預
金
通
帳
を
名
義
人

に
渡
さ
ず
管
理
し
、
そ
れ
が
相
続
発
生
時

点
で
明
ら
か
に
な
る
と
、
通
帳
の
名
義
人

の
相
続
財
産
と
し
て
相
続
税
の
課
税

対
象
に
な
り
ま
す
。
確
か
に
通
帳
の

金
額
が
少
な
い
場
合
は
、
大
き
な
問

題
に
は
な
ら
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
小
学
生
の
預
金
通
帳
に
何
百
万

円
も
あ
る
場
合
な
ど
は
問
題
と
さ
れ

ま
す
。
ち
な
み
に
、
専
業
主
婦
の
高
額
預

金
（
へ
そ
く
り
？
）
も
問
題
と
な
り
ま

す
。
収
入
の
な
い
専
業
主
婦
は
「
へ
そ
く

り
」
の
金
額
が
多
く
な
る
と
、
そ
の
財
源

は
夫
の
収
入
と
判
断
さ
れ
相
続
財
産
の
対

象
に
な
り
ま
す
。
名
義
預
金
と
し
な
い
た

め
に
は
、
①
贈
与
を
受
け
た
本
人
が
通
帳

や
印
鑑
を
管
理
し
入
出
金
す
る
、
②
金
額

が
多
い
場
合
は
贈
与
契
約
書
を
作
成
す

る
、
③
贈
与
税
の
限
度
額
１
１
０
万

円
を
超
え
る
場
合
は
、
必
ず
申
告
・

贈
与
税
の
支
払
い
と
い
っ
た
よ
う
な

方
法
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
と
い
っ
た

対
応
方
法
が
望
ま
れ
ま
す
。
商
売
す

る
上
で
い
ろ
い
ろ
な
お
金
の
動
き
が

あ
り
ま
す
が
、
親
の
通
帳
か
ら
子
供
の
通

帳
へ
の
移
動
す
る
場
合
も
贈
与
判
断
さ
れ

ま
す
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

事業承継Ｑ＆Ａ

名
義
預
金
？

事
業
承
継
の
補
助
金
の
募
集
が
始
ま
り
ま
す

令
和
２
年
度
は
、
コ

ロ
ナ
の
影
響
で
大
分
県

か
ら
一
歩
も
出
る
こ
と

が
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
動
き
が
止
ま
る
と

経
済
も
止
ま
り
、
ご
相

談
に
訪
れ
た
企
業
の
皆
さ
ん

も
ご
苦
労
が
多
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。
40
年
以
上
前
に
、

キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
ズ
が
歌
っ
た

春
一
番
と
い
う
曲
が
あ
り
ま

し
た
（
こ
の
曲
が
分
か
る
方

は
50
代
以
上
か
な
？
）
。
も

う
す
ぐ
春
で
す
ね
！
も
う
す

ぐ
、
コ
ロ
ナ
も
収
束
で
す
ね

と
行
き
た
い
で
す
ね
。
そ
し

て
、
経
済
が
一
歩
一
歩
前
に

進
み
ま
す
よ
う
に
願
い
た
い

も
の
で
す
。

「
事
例
で
わ
か
る
経
営
者
の

認
知
症
対
策
」
。
２
０
２
５

年
に
は
国
民
の
３
分
の
１
が

６
５
歳
以
上
。
６
５
歳
以
上

の
５
人
に
１
人
が
認
知
症
に

な
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う

試
算
が
あ
り
ま
す
。
認
知
症

に
な
り
、
成
年
後
見
人
が
指

定
さ
れ
る
と
、
会
社
の
お
金

は
も
ち
ろ
ん
、
株
や
不
動
産

の
移
動
等
が
自
由
に
で
き
な

く
な
り
ま
す
。
そ
の
対
応
策

や
手
続
き
が
遅
れ
た
た
め
に

苦
労
し
て
い
る
事
例
も
掲
載

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

の
社
会
問
題
に
一
石
を
投
じ

て
い
る
本
で
す
。

４
月
か
ら
変
わ
り
ま
す

バ
ト
ン
タ
ッ
チ
フ
ォ
ー
ラ
ム


